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総務大臣 ● 川端達夫

　

二
〇
一
二
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
気
持

ち
も
新
た
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
台
風
、
大
雨
な
ど
の
自

然
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
総
務
大
臣
に
就
任
し
て
か
ら
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
夢
中
で
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
も
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
地
域

主
権
改
革
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
策
、
郵
政
改
革
、
行
政
改
革
の
推
進
な
ど

当
面
す
る
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
内
閣
の
最
優
先
課
題
で

す
。
総
務
省
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
被
災
地
・
被
災
者
へ
の
支
援

に
全
力
を
尽
く
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
第
三
次
補
正
予
算
に
お

い
て
は
、
第
一
次
・
第
二
次
補
正
予
算
分
も
含
め
た
復
旧
・
復
興

事
業
に
係
る
地
方
負
担
分
や
地
方
税
の
減
収
分
等
に
つ
い
て
全
額

措
置
す
る
震
災
復
興
特
別
交
付
税
を
一
・
七
兆
円
増
額
確
保
し
、

被
災
団
体
の
負
担
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
も
、
東
日
本
大
震
災
の
復

旧
・
復
興
事
業
に
つ
い
て
、
通
常
収
支
と
は
別
枠
で
整
理
し
て
所

要
の
事
業
費
及
び
財
源
を
確
保
し
、
そ
の
中
で
、
震
災
復
興
特
別

交
付
税
を
〇
・
七
兆
円
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

復
興
に
向
け
た
地
方
税
制
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
体

が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
の
措
置
及
び
被
災
者
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
復
興
を
支
援

す
る
た
め
の
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
震
災
の
発
生
後
に
お
け
る
合
併
市
町
村
の
実
情
に
鑑
み
、
合
併

市
町
村
が
合
併
特
例
債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
必
要
な
法
案
の
成
立
に
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
必
要
と
な

る
地
方
の
事
業
費
及
び
そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
通
常
と
は
別
枠

で
整
理
し
、
国
費
に
よ
る
措
置
を
大
幅
に
拡
充
し
た
上
で
、
地
方

財
源
も
確
実
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
個
別
具
体
的
な
要
望
を
伺

い
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
般
、
総
理
に
提
出
さ
れ
た
地
方
制
度
調
査
会
の
「
地
方
自
治

法
改
正
案
に
関
す
る
意
見
」
を
ふ
ま
え
、
速
や
か
に
必
要
な
修
正

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
検
討
を
行
い
、
次
期
通
常
国
会
へ
の
法
案

提
出
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
域
内
循
環

を
進
め
る
「
緑
の
分
権
改
革
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
市
町
村
が
連
携
し
、
圏
域
ご
と
に
生
活
に
必
要
な
機
能
を

確
保
す
る
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
や
過
疎
対
策
へ
の
取
組
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
（
平
成
二
十
四

年
度
〜
平
成
二
十
六
年
度
）
に
沿
っ
て
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増

や
地
域
経
済
の
基
盤
強
化
な
ど
に
対
応
す
る
財
源
を
含
め
、
地
方

の
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
と
同
水
準
の
五

十
九
・
六
兆
円
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
特
に
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
通
常
収
支
分
の
地
方
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
十
七
・
五

兆
円
、
前
年
度
比
〇
・
一
兆
円
増
額
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
税
制
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権
改
革
を
推
進
す
る
中
で
、

地
方
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、
地
方
税
を
充
実
し
、

税
源
の
偏
在
性
が
少
な
く
、
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、

地
域
決
定
型
地
方
税
制
特
例
措
置
（
通
称
：
わ
が
ま
ち
特
例
）
の

導
入
や
税
負
担
軽
減
措
置
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。引
き
続
き
、

地
方
税
制
度
を
「
自
主
的
な
判
断
」
と
「
執
行
の
責
任
」
を
拡
大

す
る
方
向
で
抜
本
的
に
改
革
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
成
案
を
得
た

も
の
か
ら
速
や
か
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
主
権
改
革
の
推
進
は
、
国
と
地
方
の
在
り
方
を
根
本
的
に

転
換
し
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住
民
が
責
任
を
持
っ
て
決

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
で
あ
り
、
引
き
続
き
改
革
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

総
務
省
の
抱
え
る
課
題
は
、
大
変
幅
広
い
分
野
に
及
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
も
総
務
省
の
総
合
力
を
生
か
し
て
、
国
民
の
皆
様
の

目
線
に
立
っ
て
各
般
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
が
ま
す
ま
す
豊
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
御
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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“パワースポット”を活かしたまちづくり“パワースポット”を活かしたまちづくり

分杭峠で“ゼロ磁場”を体感するツアー客
 ● 長野県伊那市（p16-17）

縄文人の息吹が感じられる大湯環状列石の全景
 ● 秋田県鹿角市（p8-9）

弥彦神社の正面 全国でも珍しい“石油の神様”ともい
われる
 ● 新潟県弥彦村（p14-15）

龍泉洞内の第一地底湖 観光客に安らぎを与える
 ● 岩手県岩泉町（p10-11）

「東国三社」詣モニタリングツアーの様子
 ● 茨城県神栖市（p12-13）
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大国主命と白うさぎ伝説がある白兎海岸の景色
 ● 鳥取県鳥取市（p22-23）

落差30mの「仙人滝」を見学する市民ツアー
 ● 岐阜県下呂市（p18-19）

国指定史跡での体験ウォークを楽しむ
 ● 沖縄県南城市（p26-27）

「陰陽師の里 江川」でコスプレ体験
 ● 兵庫県佐用町（p20-21）
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は
じ
め
に

　

最
近
、「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉
は
、
精
神

世
界
関
係
の
本
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
雑
誌
類
、
テ
レ
ビ

番
組
な
ど
で
、頻
繁
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
用
語
が
ご
く
普
通
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
今
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
観
光
分

野
に
お
い
て
も
貴
重
な
地
域
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、昨
今
の
こ
の
よ
う
な
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・

ブ
ー
ム
」
を
観
光
と
の
関
係
か
ら
読
み
解
き
、
現
状
か
ら

そ
の
諸
特
徴
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
は
こ
の
ブ
ー
ム
の
今
後

に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
た
い
。

１
．
定
義
の
変
化

　
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
は
い
っ
た
い
何
か
。
霊
場
や

聖
地 

、
磁
場
、
気
、
風
水
、
大
地
の
力
、
あ
る
い
は
温
泉
、

繁
華
街
、テ
ー
マ
パ
ー
ク
ま
で
も
が
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
用
語
の
示
す
内
容
は

様
々
で
、
明
確
な
定
義
は
な
い
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
定
義
の
変
遷
に
は
、
一
定
の
方

向
性
が
見
て
と
れ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
二
年
（
平
成

二
十
四
）
の
『
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
』（
自
由
国
民
社
）

に
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
（pow

er spot

）
と
は
「
心

身
を
癒
し
て
く
れ
る
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
場

所
」
と
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
辞
典
が
初
め
て
「
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
」
を
収
録
し
た
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
）
版

で
は
、
宗
教
学
者
の
脇
本
平
也
に
よ
り
次
の
よ
う
な
解
説

が
な
さ
れ
た
。

　

 　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
（pow

er spot
）―

宇
宙
の

精
気
や
霊
力
の
凝
集
す
る
聖
地
。
宗
教
的
世
界
観
に
よ

れ
ば
、
宇
宙
は
決
し
て
等
質
的
・
無
性
格
的
に
広
が
っ

て
い
る
物
理
的
空
間
で
は
な
く
て
、
意
味
に
よ
っ
て
構

造
化
さ
れ
た
聖
な
る
中
心
を
も
つ
コ
ス
モ
ス
で
あ
る
。

　

 　

そ
の
中
心
に
向
か
っ
て
力
は
収
斂
し
、
そ
の
中
心
か

ら
力
は
放
射
す
る
。
そ
れ
は
意
味
の
わ
き
出
て
く
る
源

泉
と
し
て
の
聖
な
る
ト
ポ
ス
（
場
）
で
あ
り
、
大
地
の

へ
そ
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
空
間
論
か

ら
、
聖
地
の
観
念
や
巡
礼
の
修
行
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
生
ま
れ
て
く
る
。

　

 　

最
近
、
と
く
に
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
中
心
と
す
る
若

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
間
で
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
の

天
川
大
弁
財
天
社
が
、
宇
宙
と
の
交
信
の
霊
感
を
授
け

ら
れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
四
国
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
巡
礼
や
寺

社
め
ぐ
り
な
ど
も
、
今
や
単
な
る
観
光
旅
行
に
は
飽
き

足
ら
ぬ
人
々
の
心
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

マ
イ
ル
ド
な
定
義
へ
と
変
化

　

一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
は
、「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

と
い
う
用
語
は
今
ほ
ど
人
口
に
膾
炙
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、こ
の
よ
う
な
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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〝
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
〞
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

跡
見
学
園
女
子
大
学 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部 

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科 

教
授　

●　

塩
月
亮
子

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
活
か
し
観
光
振
興
を

　

  ―
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
の
現
状
と
課
題
を
考
え
る―
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特集 “パワースポット”を活かしたまちづくり

　

両
方
の
解
説
を
比
較
す
る
と
、
一
九
八
六
年
の
解
説
で

は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
「
聖
な
る
中
心
」
に
向
か
っ
て

「
力
」
が
収
斂
・
放
射
す
る
「
聖
地
」
あ
る
い
は
「
聖
な

る
ト
ポ
ス
（
場
）」
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
宇
宙
と
の
交

信
の
霊
感
を
授
け
ら
れ
」、「
巡
礼
」
や
「
寺
社
め
ぐ
り
」

も（
そ
の
意
味
に
お
い
て
）な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、二
〇
一
二
年
の
解
説
で
は
、「
宇
宙
」
が
「
自
然
」

に
変
わ
り
、「
力
」
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
な
り
、「
聖
地
」

と
い
う
用
語
は
消
え
、「
癒
し
」
と
い
う
用
語
が
新
た
に

加
わ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
「
宇
宙
と

の
交
信
」
を
行
う
「
聖
地
」
と
い
う
、い
わ
ゆ
る
宗
教
的
・

能
動
的
な
意
味
解
釈
が
希
薄
化
し
、
そ
の
範
疇
が
伝
統
的

寺
社
や
巡
礼
地
を
超
え
て
拡
大
し
、そ
の
内
容
は
世
俗
化
・

大
衆
化
、あ
る
い
は
受
動
化
し
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
「
癒
し
」
の
場
と
い
う
よ
う
に
万

人
に
受
け
る
マ
イ
ル
ド
な
定
義
へ
と
変
化
し
た
こ
と
は
、

そ
の
用
語
を
用
い
て
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
地
方

自
治
体
や
観
光
関
連
産
業
、
宗
教
団
体
な
ど
に
と
っ
て
、

大
い
に
追
い
風
に
な
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

２
．
ブ
ー
ム
の
経
緯

　

今
日
の
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
」
を
生
み
だ
し

た
の
は
女
性
誌
で
あ
り
、
若
い
女
性
た
ち
が
こ
の
ブ
ー
ム

を
牽
引
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
神
社
と
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
の
関
係
を
研
究
し
た
宗
教
学
者
の
菅
直
子
に
よ
れ

ば
、「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
」
の
起
こ
り
と
そ
の

後
の
経
緯
は
、
次
の
通
り
で
あ
る　 （1）

。

　

女
性
誌
（
主
に
二
十
〜
三
十
代
の
働
く
女
性
を
読
者
イ

メ
ー
ジ
に
も
っ
て
い
る
雑
誌
）
が
企
画
す
る
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
特
集
は
、二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四
）
に
始
ま
り
、

二
〇
〇
四
年
（
平
成
十
六
）
〜
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
）

に
か
け
て
、
そ
の
よ
う
な
特
集
は
増
加
傾
向
を
示
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
で
も
〇
五
年
以
降 

急
速
に
関
心
が
高
ま
る

　

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
全
体
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
五
年
以

降
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
（
平
成
十
八
）
〜
二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
十
）

の
三
年
間
で
女
性
誌
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
特
集
は

飛
躍
的
に
増
加
し
た
が
、
そ
れ
は
四
十
〜
六
十
代
を
対
象

と
す
る
女
性
誌
を
は
じ
め
、
女
性
誌
以
外
の
情
報
誌
や
週

刊
誌
な
ど
に
も
広
が
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
旅
行
案
内
の
記
事

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
ま
た
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
や
行
列
の

で
き
る
店
な
ど
を
紹
介
す
る
記
事
の
見
出
し
に
も
な
っ

た
。

　

同
じ
時
期
、「
聖
地
巡
礼
」
と
い
う
用
語
も
新
語
・
流

行
語
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
本
来
の
「
信
者
が
聖
地
に
赴

く
こ
と
」
か
ら
転
じ
て
、
映
画
・
ド
ラ
マ
・
漫
画
・
ア
ニ

メ
な
ど
で
「
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
地
」
や
「
ス
ポ
ー
ツ

の
名
勝
負
の
舞
台
と
な
っ
た
地
」
を
実
際
に
訪
れ
る
こ
と

を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
菅
に
よ
れ
ば
、
女
性
誌
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
特
集
以
前
に
も
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
記
事
は
散

見
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
効
果
や
発

見
方
法
が
中
心
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
は
副
次
的
な
扱
い
だ
っ
た
。
ま
た
、
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
語
も
、
読
者
に
と
り
一
般
的
で
は
な
い

前
提
で
書
か
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
一
般
化
す
る
に
つ
れ
、
女
性
誌
で
は
「
幸
運
・

開
運
、
元
気
、
癒
し
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
場
所
」
と
し

て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
神
社
が
多
く
取
り
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
先

ほ
ど
述
べ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
定
義
の
変
化
と
ほ
ぼ
一

致
す
る
。

３
．
ブ
ー
ム
の
背
景

　

こ
の
よ
う
な
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
」
の
背
景

に
は
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
」
が
深
く
係
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
は
ま
た
、

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ッ
ト
」
と
も
よ
ば
れ
て
き
た
。

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
）
九
月
九
日
の
『
朝
日
新
聞
』

（
朝
刊
、
徳
島
全
県
一
地
方
）
に
は
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
江
原
啓
之
氏
や
手
相
占
い
芸
人
の
島
田

秀
平
氏
た
ち
が
（
こ
の
ブ
ー
ム
の
）
火
付
け
役
」
と
あ
り
、

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
の

密
接
な
関
連
が
窺
え
る
。

　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
定
義
は
多
様
で
あ
る
。

し
か
し
な
ら
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
を
進
め
る
宗

教
学
者
の
樫
尾
直
樹
に
よ
れ
ば
、「
一
般
的
に
は
（
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
）『
精
神
性
』
や
『
霊
性
』
と
訳
さ
れ
、

不
可
知
・
不
可
視
な
存
在
と
神
秘
的
な
つ
な
が
り
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
面
が
高
め
ら
れ
、
心
が
成
長
す
る

感
覚
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
個
人
の
経
験

に
焦
点
を
置
い
て
語
ら
れ
や
す
く
、
制
度
的
な
宗
教
と
は

無
関
係
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
」

と
い
う　 （2）

。

　

同
じ
く
宗
教
学
者
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
研
究
者
の

堀
江
宗
正
は
、「
現
代
日
本
の
大
衆
レ
ベ
ル
で
の
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
西
洋
の
オ
カ
ル
ト
思
想
や
ニ
ュ
ー
エ

イ
ジ
思
想
と
、
従
来
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
民
俗
宗
教
と
の

2012・1月号5

004-007　基調論文.indd   5004-007　基調論文.indd   5 2011/12/16   16:59:212011/12/16   16:59:21



融
合
と
い
う
面
が
大
き
い
」
と
し
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に

興
味
が
あ
る
人
は
、「
教
団
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
り
も
、『
宗

教
』
と
は
無
関
係
だ
と
う
た
う
組
織
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
そ

の
場
限
り
、
一
時
的
に
関
与
す
る
」
と
述
べ
て
い
る　 （3）

。

宗
教
的
色
合
い
を
脱
し
た 

「
パ
ワ
ー
」
と
い
う
用
語
へ

　

そ
し
て
、
そ
の
担
い
手
は
、
今
や
若
者
で
は
な
く
中
高

年
の
女
性
が
多
く
、
彼
女
た
ち
は
「
若
い
頃
か
ら
占
い
に

親
し
み
、
仕
事
の
疲
れ
か
ら
癒
し
に
触
れ
、
ヨ
ガ
を
学
び
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
旅
す
る
と
い
う
、
徹
底
的
に
消
費
化

さ
れ
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
志
向
・
体
験
す
る
と

論
じ
て
い
る　 （4）

。

　

ま
た
、「
現
在
、『
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
』
は
『
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
』
に
移
行
」
し
て
い
る
と
述
べ

て
い
る　 （5）

こ
と
か
ら
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
宗
教

色
を
感
じ
さ
せ
る
用
語
が
、
よ
り
宗
教
的
色
合
い
を
脱
し

た
よ
う
に
み
え
る
「
パ
ワ
ー
」
と
い
う
用
語
へ
と
変
わ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
団
や
制
度
と
の
完
全
な
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
望
ま
な
い
、個
人
主
義
的
な
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ブ
ー
ム
」
は
、「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
に
ゆ
る
や
か
な
集

団
と
し
て
個
々
人
が
集
ま
り
、
そ
こ
を
一
過
性
の
も
の
と

し
て
観
光
し
、ま
た
ち
り
ぢ
り
に
解
散
し
て
い
く
と
い
う
、

現
在
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動
き
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
み

な
せ
る
。

４
．
特
徴
の
分
析

　

筆
者
は
昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
‐
ｈ
ｉ
の
番
組
「
新
日

本
風
土
記
ス
ペ
シ
ャ
ル　

縁
を
結
ぶ
国　

に
っ
ぽ
ん
日

本
」（
二
〇
一
一
年
一
月
三
日
放
映
）
の
企
画
に
携
わ
る

機
会
を
も
っ
た
。

　

当
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
、
箱

根
の
九
頭
龍
神
社
、
京
都
祇
園
の
安
井
金
毘
羅
宮
、
群
馬

県
太
田
市
の
満
徳
寺
、
島
根
県
の
出
雲
大
社
、
福
井
県
若

狭
の
梅
丈
岳
、
神
戸
市
の
諏
訪
山
公
園
、
江
の
島
の
恋
人

の
丘
、
東
京
大
神
宮
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
場
所
は
神
社
や
山
岳
な
ど
、
古
く
か
ら
の
聖
地

が
多
い
。
だ
が
、
伝
統
的
な
聖
地
で
あ
っ
て
も
、
婚
活
や

恋
愛
、
ア
ニ
メ
の
聖
地
な
ど
、
新
し
い
意
味
付
与
が
な
さ

れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

昨
年
四
月
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
、
沖
縄
県
の
伝
統
的

聖
地
（
世
界
遺
産
を
含
む
）
を
自
転
車
で
回
る
イ
ベ
ン
ト

「eco

ス
ピ
リ
ッ
ト
ラ
イ
ド in 

南
城
市
」（
主
催
：
沖
縄

タ
イ
ム
ス
社
）
で
も
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
の
高

ま
り
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

な
さ
れ
、
琉
球
王
朝
に
関
係
す
る
神
話
的
・
歴
史
的
な
場

所
を
巡
拝
す
る
慣
習

（
東あ
が
い
う
ま
ー
い

御
廻
り
）
を
現
代

の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

活
用
し
、
そ
こ
に
エ
コ

ロ
ジ
ー
や
ス
ピ
リ
ッ

ト
、
癒
し
、
統
合
医
療

な
ど
の
新
た
な
意
味
を

付
与
し
て
い
る
こ
と
が

見
て
と
れ
る
（
写
真

１
）。

　

そ
れ
ら
と
は
別
に
、

先
に
挙
げ
た
神
戸
市
の

諏
訪
山
公
園
や
江
の
島

の
恋
人
の
丘
な
ど
、
現
代
に
な
っ
て
新
し
く
創
造
さ
れ
た

聖
地
も
あ
る
。
筆
者
が
現
在
調
査
し
て
い
る
沖
縄
県
南
城

市
で
も
、
久
高
島
と
斎せ
い
ふ
ぁ
ー
う
た
き

場
御
嶽
を
結
ぶ
中
間
地
点
に
、「
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い

た　 （6）（
写
真
２
）。
こ
れ
は
、
新
た
な
聖
地
創
造
の
一
例
と

い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
は
、
前
述

し
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
あ
る
い
は
旅
行
業
者
な
ど
、
外

部
者
に
よ
り
意
味
付
け
・
紹
介
が
な
さ
れ
た
も
の
と
、 

神

社
の
神
主
や
地
方
自
治
体
な
ど
、
内
部
者
に
よ
り
意
味
付

け
・
紹
介
が
な
さ
れ
た
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
い

ず
れ
も
が
意
図
的
で
計
画
的
な
宣
伝
・
集
客
で
あ
る
。

　

一
方
、
口
コ
ミ
で
広
ま
る
な
ど 

、
そ
の
仕
掛
け
が
無

意
図
的
で
非
計
画
的
な
場
合
も
あ
る
。
昨
今
の
「
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
」
に
は
、
こ
の
よ
う
に
内
部
者
と
外

部
者
、
意
図
的
で
計
画
的
な
も
の
と
無
意
図
的
で
非
計
画

的
な
も
の
と
い
う
両
側
面
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
補
完

的
に
当
ブ
ー
ム
を
作
り
上
げ
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
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特集 “パワースポット”を活かしたまちづくり

　

ま
た
、
伝
統
的
巡
礼
と
同
じ
く
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の

巡
礼
に
は
、
訪
れ
る
場
所
が
単
数
の
場
合
と
、
複
数
の
場

合
が
あ
る
。
ア
ニ
メ
の
「
聖
地
巡
礼
」
の
動
き
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
最
近
で
は
、
単
数
か
ら
複
数
へ
と
め
ぐ
る

ス
ポ
ッ
ト
が
増
加
し
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。さ
ら
に
、

京
都
祇
園
の
安
井
金
毘
羅
宮
の
よ
う
に
、
以
前
は
呪
い
と

い
う
負
の
パ
ワ
ー
が
満
ち
溢
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
も
、今
、

一
種
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
も
留
意
し
た
い　 7）

。

　

現
在
、
こ
れ
ら
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
関
連
し
て
出
て

く
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
癒
し
」
を
は
じ
め
、 「
ヒ
ー
リ
ン

グ
」、「
セ
ラ
ピ
ー
」、「
総
合
医
療
」、「
救
済
」、「
縁
結
び
」、

「
蘇
り
」、あ
る
い
は
「
パ
ワ
ー
フ
ー
ド
」
や
「
パ
ワ
ー
グ
ッ

ズ
」
な
ど
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
そ
こ
に
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
消
費
化
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
決
し
て
お
手
軽
と
は
言
え
な
い
「
総
合

医
療
」
や
「
救
済
」、「
蘇
り
」
と
い
っ
た
概
念
な
ど
と
も

関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
昨
今
の
「
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
」
に
は
、
単
な
る
消
費
を
超
え
た
、
よ

り
深
い
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
へ
の
探
求
志
向
も
見
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
．

「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
を
め
ぐ
る
今
後
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
従
来
の
伝
統
的
聖
地

が
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
よ
ば
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な

意
味
付
け
が
な
さ
れ
た
り
、
自
分
の
好
き
な
ア
ニ
メ
や
映

画
、
小
説
等
に
関
係
の
あ
る
場
所
を
め
ぐ
る
な
ど
、「
私

的
聖
地
巡
礼
」
と
も
い
う
べ
き
新
し
い
巡
礼
の
形
が
誕
生

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
個
人
が
自
由
に
「
聖
地
」、
あ
る

い
は
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
み
な
す
多
様
な
場
所
を
回

る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
到
来
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

そ
も
そ
も
聖
地
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
化
は
、
あ
る
場
所

を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
編
集
と
い
っ
た
場
所
の
再
表
象
戦

略
で
も
あ
り　 （8）

、
忘
れ
ら
れ
た
場
所
や
普
通
の
場
所
が
「
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
と
な
っ
た
り
、
新
た
な
巡
拝
路
が
創
造

さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
「
熊
野
セ
ラ
ピ
ー
」
と
い
う
観
光

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、 

セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
地
元
ガ
イ
ド
が

観
光
客
を
案
内
し
、
瞑
想
や
五
感
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
を

お
こ
な
う
な
ど
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
重
視
し

た
地
元
ガ
イ
ド
の
雇
用
・
育
成
も
進
め
ら
れ
て
い
る　 （9）

。

観
光
業
に
新
た
な
可
能
性
を
与
え
る

　

こ
の
よ
う
に
、「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
ブ
ー
ム
」
は
観

光
業
に
新
た
な
可
能
性
を
与
え
る
も
の
、
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
聖
地
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

化
は
ま
た
、
地
元
の
人
々
に
よ
る
文
化
表
象
の
機
会
を
提

供
す
る
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
観
光
資
源
化
は
、
文
化
表

象
創
出
の
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、沖
縄
に
お
け
る
聖
地
の
観
光
化
は
近
代
化
・

本
土
化
の
表
れ
で
も
あ
る
が
、
沖
縄
で
は
そ
れ
を
自
ら
の

文
化
表
象
創
出
の
機
会
と
捉
え
て
い
る
面
が
あ
る
。

　

先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
斎
場
御
嶽
の
あ
る
南
城
市
で

は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
従
来
の
民
俗
宗
教
を
接
合

さ
せ
、伝
統
的
な
聖
地
巡
拝
慣
習
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

新
た
な
聖
地
巡
拝
文
化
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
が
「
霊
位
の
高
い
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
沖
縄
、
南
城
市
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

現
在
、
観
光
分
野
で
は
、
地
元
を
重
視
し
た
着
地
型
観

光
を
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
も
「
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」は
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り
、そ
の
ブ
ー

ム
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
ホ
ス

ト
に
も
ゲ
ス
ト
に
も
利
す
る
、
単
な
る
経
済
効
果
を
超
え

た
精
神
の
深
み
に
到
達
す
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
観
光
振
興

政
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る

だ
ろ
う
。

―

・―

〈
注
〉

（1） 
菅　

直
子 

二
〇
一
〇
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
神
社
」

石
井
研
士
編
『
神
道
は
ど
こ
へ
い
く
か
』
二
三
二―

二
五

二
頁 

ぺ
り
か
ん
社
。

（2） 
樫
尾
直
樹 

二
〇
〇
五
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
井
上
順

孝
編
『
現
代
宗
教
事
典
』
二
九
五
頁 

弘
文
堂
。

（3） 
堀
江
宗
正 

二
〇
一
一
『
若
者
の
気
分　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
の
ゆ
く
え
』
岩
波
書
店 

一
三
〇―

一
三
一
頁
。

（4） 
前
掲
書 

一
六
五
頁
。

（5） 
前
掲
書 

一
三
八
頁
。

（6） 
こ
の
看
板
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
十
三
日
現
在
の
調
査
で

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
南
城
市
の
観
光
協
会
の
方
に
理

由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
風
雨
で
傷
ん
だ
の
で
撤
去
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（7） 
た
だ
し
、
現
在
は
愛
人
が
妻
を
呪
う
な
ど
と
い
う
、
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ジ
ッ
ク
の
側
面
は
薄
れ
、
悪
縁
を
断
ち
切
る
と
い
う
、

よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
場
と
し
て
の
認
識
に
移
行
し
て
い
る
。

（8） 
岡
本
亮
輔 

二
〇
一
一
「
聖
な
る
観
光
地―

宗
教
ツ
ー
リ
ズ

ム
か
ら
み
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト―

」　

日
本
宗
教
学
会
研
究

大
会
（
二
〇
一
一
年
九
月
四
日
開
催
）
の
レ
ジ
ュ
メ
参
照
。

（9） 
天
田
顕
徳 

二
〇
一
一「
現
代
の
聖
地
に
み
る「
癒
し
」と「
蘇

り
」―

熊
野
セ
ラ
ピ
ー
を
事
例
に―

」　

日
本
宗
教
学
会
研

究
大
会（
二
〇
一
一
年
九
月
四
日
開
催
）の
レ
ジ
ュ
メ
参
照
。
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日
本
の
夜
明
け
を

夢
見
た
志
士
を
輩
出
し
た
町

　

梼
原
町
は
高
知
県
北
西
部
に
位
置
し
、

町
面
積
の
九
一
％
を
森
林
が
占
め
、
日
本

三
大
カ
ル
ス
ト
の
ひ
と
つ
、
四
国
カ
ル
ス

ト
に
抱
か
れ
た
人
口
約
三
千
八
百
人
の
山

間
の
町
で
あ
る
。
町
で
は
現
在
、
森
、
水
、

光
、
風
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か

し
た
、
生
き
物
に
や
さ
し
い
低
炭
素
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
掛
橋
和
泉
、
那
須
俊
平
、
那
須

信
吾
、
吉
村
虎
太
郎
、
中
平
龍
之
介
、
前

田
繁
馬
ら
六
志
士
を
は
じ
め
、
日
本
の
夜

明
け
を
夢
見
て
邁
進
し
た
志
士
を
輩
出
し

た
町
で
も
あ
る
。先
人
は
、幕
末
期
に
あ
っ

て
も
不
変
の
志
を
も
っ
て
坂
本
龍
馬
ら
多

く
の
志
士
を
も
て
な
し
、
こ
の
梼
原
町
か

ら
送
り
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
梼
原
町
に
は
、
豊
か
な
自

然
、
歴
史
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
、
今
回
は

訪
れ
た
人
々
に
出
会
い
の
感
動
を
与
え
る

「
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
で
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
「
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
郷 

ゆ
す

は
ら
で
あ
い
の
会
（
以
下
、「
で
あ
い
の

会
」）」
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た

い
。

　
「
で
あ
い
の
会
」
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
組
織
と
し
て
、
町
内
有
志
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
旅
行
会
社
の

ツ
ア
ー
（
六
百
四
十
人
）
の
観
光
ガ
イ
ド

を
梼
原
龍
馬
会
が
受
け
入
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
以
前
よ
り
懸
案
と
な
っ
て
い
た

観
光
ガ
イ
ド
に
よ
る
観
光
事
業
活
性
化
の

推
進
を
目
指
し
て
、
平
成
十
九
年
五
月
一

日
に
住
民
有
志
に
よ
り
組
織
化
さ
れ
た
。

　

併
せ
て
、
本
活
動
を
通
し
て
町
内
の

様
々
な
資
源
・
文
化
を
活
用
し
て
、
都
市

住
民
と
の
交
流
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
梼
原
町
の
経
済
・
文
化
の
向
上
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
梼
原
町
に
伝
わ
る

お
も
て
な
し
文
化
の
醸
成
に
寄
与
す
る
こ

と
も
目
的
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
組
織
設
立
後
は
、
坂
本
龍
馬
ゆ
か

り
の
地
や
観
光
先
進
地
の
視
察
研
修
や
現

地
研
修
等
を
各
事
業
を
活
用
し
て
実
施

し
、
ガ
イ
ド
の
受
け
皿
体
制
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
中
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
放
送
を
機
に
、

平
成
二
十
二
年
一
月
よ
り
「
土
佐
・
龍
馬

で
あ
い
博
（
以
下
、「
で
あ
い
博
」）」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
活
動
は

大
き
く
発
展
し
た
。

龍
馬
脱
藩
の
道

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

龍
馬
脱
藩
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
町
内
中
心
部
に
あ
る
坂

本
龍
馬
等
ゆ
か
り
の
史
跡
を
約

一
時
間
半
か
ら
二
時
間
か
け
て

ガ
イ
ド
が
案
内
し
て
回
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
あ
る
。
龍
馬

が
脱
藩
前
夜
宿
泊
し
た
那
須
邸

跡
地
、
梼
原
出
身
の
幕
末
の
志

士
を
祀
っ
た
六
志
士
の
墓
、
維

新
の
門
の
群
像
等
を
巡
る
コ
ー

ス
を
龍
馬
に
扮
し
た
「
で
あ
い

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ガ
イ
ド

と
な
り
案
内
し
て
い
る
。

　

町
内
中
心
部
の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
ほ
か
に
も
、
ご
要
望
に
応
じ
て
実
際

の
山
越
え
コ
ー
ス
も
案
内
し
て
お
り
、
旅

行
会
社
や
観
光
客
に
大
変
好
評
で
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
く
、
梼
原
町
の
観
光
資
源
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
客
か
ら
は
「
懐
か
し
い
風

景
と
歴
史
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」「
史
跡
め
ぐ
り
で
は
心
が
洗
わ
れ
る

気
が
し
た
」「
梼
原
に
昔
か
ら
伝
わ
る
お

も
て
な
し
の
心
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
」と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
か
、

「
今
度
は
ぜ
ひ
梼
原
に
泊
ま
り
た
い
」
と

い
う
お
手
紙
な
ど
も
い
た
だ
き
、「
で
あ

い
の
会
」
の
活
動
の
励
み
に
も
な
っ
て
い

地域
TOPICS
トピックス

「龍馬脱藩の道」を観光客に案内するガイド

龍
馬
脱
藩
の
道
で
出
会
い
の
感
動
を
！

―

梼
原
流
お
も
て
な
し
で
観
光
客
の
心
つ
か
む―

「
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
郷 

ゆ
す
は
ら
で
あ
い
の
会
」
事
務
局
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る
。「

土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
と

「
龍
馬
ふ
る
さ
と
博
」
の
連
携

　

平
成
二
十
二
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
龍
馬
伝
」
の
放
映
が
決
定
す
る
と
、
こ

れ
を
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

〝
脱
藩
の
道
〞
や
〝
維
新
の
志
士
〞
を
地

域
資
源
と
し
て
活
か
し
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
推
進
母
体
と
し
て
「
ゆ
す
は

ら
・
維
新
の
道
社
中
」
が
発
足
し
た
。
こ

の
組
織
は
、
町
役
場
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
関
係
者
で
構
成
し
て
い
る
。

　

町
を
挙
げ
た
取
り
組
み
が
進
む
中
で
、

「
で
あ
い
の
会
」
も
そ
の
一
員
と
し
て
深

く
か
か
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
町
内
に
は

「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
の
サ
テ
ラ
イ

ト
会
場
の
一
つ
「
ゆ
す
は
ら
・
維
新
の
道

社
中
」
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
も
決
定
し
、

〝
龍
馬
脱
藩
の
道
ウ
ォ
ー
ク
〞
は
そ
の
公

認
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
、
ま
た
「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
の

拠
点
と
し
て
、
梼
原
町
は
重
要
な
位
置
を

占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、「
で
あ
い
の
会
」
は
観
光
客

の
受
け
入
れ
を
行
う
か
た
わ
ら
、「
ゆ
す

は
ら
・
維
新
の
道
社
中
」
の
一
員
と
し
て

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
や
メ
イ
ン
会
場
周
辺
で

開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
企

画
・
運
営
に
深
く
関
わ
り
、
事
業
推
進
の

実
行
部
隊
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て

き
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結
び
、「
土
佐
・

龍
馬
で
あ
い
博
」
会
期
中
の
観
光
ガ
イ
ド

の
受
け
入
れ
数
は
約
一
万
二
千
人
を
数

え
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
「
ゆ
す
は
ら
・
維

新
の
道
社
中
」
の
入
場
者
数
約
九
万
九
千

人
の
達
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、「
坂

本
龍
馬
の
郷　

梼
原
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
定

着
と
梼
原
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
も
大
き
く
貢

献
し
た
。

　

ま
た
〝
脱
藩
の
道
ウ
ォ
ー
ク
〞
は
高
知

を
代
表
す
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
と

し
て
成
長
を
遂
げ
る
と
と
も
に
、
梼
原
町

の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
た
。「
土
佐
・
龍
馬
で
あ
い
博
」
終

了
後
の
「
龍
馬
ふ
る
さ
と
博
」
に
お
い
て

も
〝
龍
馬
脱
藩
の
道
ウ
ォ
ー
ク
〞
は
引
き

続
き
事
業
継
続
が
図
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　
「
で
あ
い
の
会
」
の
会
員
は
、
梼
原
流

の
お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
、
訪
れ
た

方
々
に
接
し
、
こ
の
町
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
活
動
に
す
る
た
め
に
日
々

努
力
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
活
動
が
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
、
行
政
や
町
内
の
各
種
団
体
と

意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

梼
原
町

に
興
味
を

持
っ
て
い

た
だ
け
る

皆
様
と
一

人
で
も
多

く
お
会
い

で
き
る
日

を
楽
し
み

に
し
て
い

る
。

町中コースを案内中

「であいの会」がおもてなしを検討

「であいの会」が皆さまをご案内します！
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